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教育研究推進室　ワークショップ開催記録

開催回 開催日時
講演者

およびコーディネーター
講演題目

１
2006年
７月18日

J. G. マニング

（スタンフォード大学）
 ［周藤　芳幸］

スタンフォード大学古典学科における大学院教育

２
2006年
11月22日

スラポン・ダムリクン

（チェンマイ大学）
 ［加藤久美子］

タイの大学院におけるフィールドワーク教育

３
2006年
12月27日

北川　千織

（日本学術振興会特別研究員）
 ［周藤　芳幸］

動物考古学研究とエジプトにおけるフィールドワ
ーク

４
2007年
１月24日

佐久間淳一

（名古屋大学）
大学院の共通科目について

５
2007年
３月14日

G. W. フライ

（ミネソタ大学）
 ［佐久間淳一］

ティーチング・アシスタントの効果的な活用法

６
2007年
４月25日

杉藤　重信

（椙山女学園大学）
 ［佐々木重洋］

先住民運動と調査倫理
──オーストラリアにおけるフィールドワークと
大学院教育──

７
2007年
５月23日

W. J. ハロフスキー

（名古屋学院大学）
 ［天野政千代］

学術目的のための実用英語
──アブストラクトの書き方──

８
2007年
６月13日

栗本　英和

（名古屋大学）
 ［佐久間淳一］

教育の評価について考える

９
2007年
７月２日

高橋　亮介

（日本学術振興会特別研究員）
 ［周藤　芳幸］

ロンドン大学キングズ・カレッジ古典学科での学
位論文指導

10
2007年
７月27日

河　宇鳳

（韓国国立全北大学校人文大学学長）
 ［池内　　敏］

韓国の人文系大学院における研究・教育の現状に
ついて

11
2007年
10月31日

和崎　春日（名古屋大学）
羽賀　祥二（名古屋大学）
高橋　　亨（名古屋大学）
 ［神塚　淑子］

課程博士論文指導の実践研究

12
2007年
11月21日

G. R. F. フェラーリ

（カリフォルニア大学バークリー校）
J. G. マニング

（スタンフォード大学）
 ［金山　弥平］

UCバークリー校の大学院教育

13
2007年
12月５日

大塚　雄作

（京都大学）
 ［佐久間淳一］

教員の教育活動の評価について

14
2007年
12月27日

周藤　芳幸

（名古屋大学）
大学院教育改革の最前線
──近年の施策と他大学の取組──
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15
2008年
５月17日

G. ワイゼンフェルド

（デューク大学）
 ［藤木　秀朗］

デューク大学における博士課程の研究教育

16
2008年
７月30日

中井　俊樹

（名古屋大学高等教育研究センター）
 ［木俣　元一］

英語で教える秘訣

17
2008年
10月29日

スバンディ

（インドネシア国立スラバヤ大学・
国際交流基金研究フェロー）
 ［佐久間淳一］

国立スラバヤ大学日本語科の日本語教育に携わっ
て

18
2008年
11月22日

侯　甬堅

（陝西師範大学）
 ［周藤　芳幸］

中国における大学院生教育の基本状況
──陝西師範大学の教育実践を例として──

19
2008年
12月26日

中村　繭子

（イリノイ州立大学）
 ［周藤　芳幸］

アメリカの大学における FDの最前線

20
2009年
３月23日～
３月24日

C. モーガン

（アテネ・ブリティッシュスクール）
 ［周藤　芳幸］

21世紀における英国の博士課程での研究
──英国の海外研究機関が大学院教育に果たす役
割──

21
2009年
７月１日

柴田　淑枝

（教育研究推進室）
教育研究推進室におけるリスクマネージメントへ
向けて

22
2009年
７月29日

近田　政博

（名古屋大学高等教育研究センター）
 ［羽賀　祥二］

GPA導入に伴う課題と期待できる効果

23
2009年
11月25日

金山　弥平

（名古屋大学）
満足できる FDに向けて
──第34回 POD年次大会に出席して──

24
2010年
１月８日

鄭　聖汝

（大阪大学）
 ［佐久間淳一］

留学生の日本語能力向上に向けた取組とその課題

25
2010年
２月19日

望月　太郎

（大阪大学）
 ［佐久間淳一］

英語で留学生に教える
──大阪大学大学院文学研究科における取組──

26
2010年
６月３日

J. L. ビントリフ

（ライデン大学）
 ［周藤　芳幸］

ライデン大学考古学科の大学院教育
──構造・目的・批判──

27
2010年
11月24日～
11月25日

J. G. マニング

（イェール大学）
 ［周藤　芳幸］

イェール大学の大学院教育
──伝統，そして将来への展望──

28
2011年
２月17日

宋　永彬

（梨花女子大学）
 ［白　　明学］

専門用語教育の未来

29
2011年
７月７日

舘野　和己

（奈良女子大学）
 ［古尾谷知浩］

奈良女子大学大学院教育における地域連携

30
2011年
７月27日

羽生　淳子

（カリフォルニア大学バークレー校）
 ［山本　直人］

UCバークレー校の大学院教育
──考古学領域における次世代育成──
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31
2011年
11月９日

阿部　泰郎（名古屋大学）
安井　永子（名古屋大学）

日韓大学生・大学院生相互学術文化交流研修の企
画・実施とその結果

32
2011年
11月28日～
11月29日

王　宋昱（北京大学）
冀　建中（北京大学）
 ［神塚　淑子］

北京大学の大学院教育
──その位置づけ，規模および改革──

33
2011年
12月６日

古尾谷知浩

（名古屋大学）
大学教育と博物館

34
2012年
１月17日

C-J. トリシア

（名古屋大学）
 ［中村　靖子］

留学生は異なる大学環境にいかに適応しているか
──受け入れ大学の教職員にとっての課題──

35
2012年
10月17日

風間　直樹

（ベネッセコーポレーション）
 ［佐久間淳一］

推薦入試の改善に向けて

36
2012年
11月14日

大江　秋津

（筑波大学）
 ［山本　直人］

博物館経営論への新しい経営的手法の導入

37
2012年
12月５日

阿部　泰郎（名古屋大学）
安井　永子（名古屋大学）
東　賢太朗（名古屋大学）

2012年度 SVSSの活動報告

38
2013年
11月27日

阿部　泰郎（名古屋大学）
梶原　義実（名古屋大学）
安井　永子（名古屋大学）

2013年度短期受け入れ，日韓学術文化交流研修
の成果報告

39
2014年
９月26日

文学研究科国際化推進委員会

（安井永子（名古屋大学））
留学生に関わる問題と対策
──意見，情報交換を通して──

40
2014年
11月19日

古尾谷知浩

（名古屋大学）
大学教育と著作権

41
2014年
12月３日

大室　剛志（名古屋大学）
佐々木重洋（名古屋大学）
宮地　朝子（名古屋大学）
 ［中村　靖子］

TAの活用術
──授業をいっそう充実させるために──

42 2015年
３月３日

石丸　羽菜（名古屋大学院生）
鈴木　　雅（名古屋大学院生）
程　　永超（名古屋大学院生）
山口　由香（名古屋大学院生）
 ［中村　靖子］

平成26年度フィールド調査実習プロジェクト報
告会：
『孝経述議』復原の三資料からみる中世日本『孝
経』解釈の様相（石丸）
日本近世の境界紛争に関する史料調査と実地踏査
──長州藩における第二期元禄国絵図作成事業の
実施に関する覚書──（鈴木）
通信使・燕行使と近世東アジア──呉允謙と黄㦿

を中心に──（程）
鈴木其一の画風形成期における諸派習得の様相に
ついて──第二期「噲会落款使用期」を中心に
──（山口）

43 2015年
５月13日

梶原　義実（名古屋大学）
吉田早悠里（名古屋大学）

TA説明会
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44 2016年
３月１日

岩田　麻愛（名古屋大学院生）
謝　　　祺（名古屋大学院生）
中川　拓哉（名古屋大学院生）
藤原　幹大（名古屋大学院生）
楊　　　柳 （名古屋大学院生）
李　　　麗（名古屋大学院生）
 ［梶原　義実］

平成27年度フィールド調査実習プロジェクト報
告会：
『三体詩幻雲抄』にみえる五山僧の自然観（岩田）
中国民国時期の四川省における地方塩政の公文書
史料調査（謝）
戦間期の日独合作映画の映像資料および関連文献
の、ドイツと日本のアーカイブでの調査・収集
（中川）

2015年度フィールド調査実習プロジェクト成果
報告（藤原）
唐船風説書・唐通事・唐商──18世紀長崎貿易
における唐通事と唐商の相互認識を中心に──
（楊）
陳元贇の伝記及び江戸初期の日中文化交流につい
ての一考察──内閣文庫蔵『陳元贇書翰』を中心
に──（李）

45 2016年
５月11日

北山奈津美（名古屋大学院生）
安井　海洋（名古屋大学院生）
 ［梶原　義実］

TA研修会

46 2016年
５月18日

梶原　義実

（名古屋大学）
研究不正防止へ向けての取り組みに関する FD
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